
当院は後発医薬品の使用を推進しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と治療学的に同等として製造販売が 

承認され、研究開発費が低く抑えられることから、先発医薬品に比べて薬価が安く 

なっています。後発医薬品を普及させることは、患者負担軽減や、医療保険財政の 

改善に資するものです。（厚生労働省HPより抜粋） 

 

当院では、厚生労働省の方針に則り、後発医薬品を積極的に採用しています。 

院内の薬事委員会で、品質・情報提供の質と量・供給体制などについて審議し、 

当院が定める基準をクリアした製品を採用しています。 

しかし、昨今の様々な情勢により、医薬品の供給は不安定な状況です。場合により、 

使用する薬剤を変更せざるをえないことがありますので、ご了承ください。 

 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るため、『一般名処方』を推進しています。 

従来の『銘柄処方』は使用できる医薬品が限定されますが、一般名処方においては、

どのメーカーの後発医薬品でも使用でき、特定の医薬品の供給が不足した場合でも、 

患者さんに必要な医薬品が提供しやすくなります。 

ご不明な点がございましたら、医師・薬剤師にお尋ねください。 
 

2024 年 10 月 牧病院 院長 
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